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壁装材料の施工に用いる接着剤等の燃焼性状に関する研究 
コーンカロリーメータとボンブカロリーメータでの発熱量の比較 

正会員  ○中尾 亮*1  正会員  遊佐 秀逸*2 

壁装材料   発熱量   ボンブカロリーメータ            正会員  吉田 正志*3  

コーンカロリーメータ   接着剤 

 

１．はじめに 
壁装材料は、建築基準法の防火材料試験として、コーン
カロリーメータによる発熱性試験により、下地との組み合わせ
で防火材料とされている。一般社団法人日本壁装協会内に
おかれた「防火壁装材料及び下地の研究会」にて平成20年
度より、壁紙や下地の単体、各々の組み合わせなどの発熱
性試験を実施してきた。これは複合材料として評価する場合、
個々の性能把握が重要と判断されたためである。また発熱
性試験と並行して同協会におかれた「技術委員会」にて、欧
州規格に採用されているボンブカロリーメータ試験も実施し、
既報 1）の通り、両試験の発熱量の比較や相関性について研
究を行った。今回は壁装材料の施工に用いる代表的なでん
ぷん系接着剤、同補強剤、シーラー等について、コーンカロ
リーメータ、ボンブカロリーメータによる発熱性試験を行い、
比較を行った。 
２．実験方法 
２－1 試験体 
試験体は壁紙用施工資材として市場に流通しているもの
を使用し、いずれのでん粉系接着剤も JIS A 6922「壁紙施工
用及び建具用でん粉系接着剤」に適合したものである。それ
らの形状はゲル状またはペースト状であるため常温で乾燥さ
せ、写真１に示すようにシート状にした。それらを両試験機に
合わせた状態に加工し試験を行った。なお、表１の 2種 1 号
にあたる接着剤についても水での希釈はせずにそのまま乾
燥させた。一般的に、接着剤は下地や壁紙の材質等に合わ
せ種類が使い分けられている。 

【表１】JIS A 6922 による壁紙施工用でん粉系接着剤の種類 

種類 摘要 

１種 
でん粉を主成分とし、増量剤、安定剤、防腐剤、防カビ

剤などを配合して製造したもの。 

２種１号 
１種の材料のほかに合成樹脂エマルションを配合したも

ので、施工時に希釈して使用するもの。 

２種２号 
１種の材料のほかに合成樹脂エマルションを配合したも

ので、施工時に希釈しないで使用するもの。 

 
２－２ 試験方法 
２－２－1 コーンカロリーメータ試験 
測定は ISO5660 に規定されているコーンカロリーメータに
より行われた。試験体について、接着剤は 5g、補強剤及び
シーラーは 3g を 3～5ｍｍにカットする。99ｍｍ角に切ったア
ルミ箔の上にカットしたサンプルをホルダーに接触しないよう
に置く（写真２）。次にアルミ箔の表面が通常試験時の加熱
面と同じ高さになるようにブランケットで調整する。サンプル
がはじけたり、点火プラグに接触したりしないように注意しな
がら試験を行なった。加熱面積は 88.4ｍ㎡で測定時間は 5
分間とした（図１）。試験体数：Ｎ＝１とした。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図１】接着剤５ｇの発熱総量及び総発熱量（試験体 A14） 
 
２－２－２ボンブカロリーメータ試験 
測定は ISO1716、日本では JIS M 8814 として規格されて
いるボンブカロリーメータにより行われた。図２に示すように、
試験体採取量と単位あたりの発熱量の関係について、試験
体採取量を４段階に分けて試験したが、採取量が発熱量に
ほとんど影響しないことが示唆された。そのため試験体につ
いては 0.3ｇ前後で試験を行った（写真３）。試験体数：Ｎ＝２
以上で行い、結果の発熱量については平均値より求めた。
いずれも測定値差が 5%以内であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図２】試験体採取量を変えた１ｇ当りの発熱量（試験体 A14） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
【写真１】 

 
【写真２】 

 
【写真３】 
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Study on inflammable characteristic of wallcovering adhesives 
Calorific value comparison between cone calorimeter and bomb calorimeter 

NAKAO Ryo, YUSA Shu-itsu, YOSHIDA Masashi  

試験体採取量 発熱量（Ｊ/ｇ）
■ 1.012ｇ 18807
◆ 0.5946ｇ 18437
▲ 0.1497ｇ 18601
● 0.3302ｇ 18686
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２－３ 試験実施機関 
コーンカロリーメータ試験 ：財団法人ベターリビング 
ボンブカロリーメータ試験 ：独立行政法人建築研究所 
３．結果 
それぞれの試験より算出した数値を比較するために、単
位質量当りの発熱量（MJ/kg）に統一した測定結果を、表２
及び図３に示す。 
コーンカロリーメータより算出した総発熱量から、単位当りの
発熱量を求める変換式 

単位質量当りの発熱量（MJ/kg） 
＝総発熱量MJ/㎡（5min)×試験面積／質量（ｋｇ） 

４．まとめ 
①ボンブカロリーメータでの数値がコーンカロリーメータの数
値よりも平均して 20％ほど高く出た。 
②でんぷん系接着剤において合成樹脂の配合が多いほど、
総発熱量も増加する傾向にあった。 
③接着剤等のコーンカロリーメータとボンブカロリーメータの
発熱量には比例的な相関性が認められた。 
④接着剤等については、ボンブカロリーメータでの数値から
コーンカロリーメータによる総発熱量の推定が可能である
ことがわかった。 
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【図３】コーンカロリーメータとボンブカロリーメータによる 
単位質量当りの発熱量（MＪ/ｋｇ）の関係 

 

 

 

【表２】接着剤等の発熱性試験結果 

試験体名

 Ａ，コーンカ
ロリーメータ
による総発熱

量
（MJ/㎡）
（5min)

 Ｂ、コーンカ
ローリーメー
タによる単位
質量当りの発
熱量
（MJ/kg）

Ｃ，ボンブカロ
リーメータによ
る単位質量当
りの発熱量
（MJ/ｋｇ）

試験体名

 Ａ，コーンカ
ロリーメータ
による総発熱

量
（MJ/㎡）
（5min)

 Ｂ、コーンカ
ローリーメー
タによる単位
質量当りの発
熱量
（MJ/kg）

Ｃ，ボンブカ
ロリーメータ
による単位質
量当りの発熱
量（MJ/ｋｇ）

Ａ１ 5.5 9.8 12.7 ジャガイモでん粉 Ｓ１ 7.1 12.5 15.4

Ａ２ 5.6 9.9 12.6 タピオカ粉でん粉 Ｓ２ 7.3 12.9 15.6

Ａ３ 6.2 11.0 14.4 小麦粉でん粉 Ｓ３ 7.4 13.1 15.6

Ａ４ 6.3 11.0 14.3 Ｐ１ 6.6 19.4 24.9

Ａ５ 6.4 11.3 13.1 Ｐ２ 7.1 20.9 24.6

Ａ６ 6.6 11.6 13.1 Ｐ３ 8.1 23.9 27.5

Ａ７ 6.7 11.9 14.1 Ｐ４ 8.8 25.8 32.2

Ａ８ 6.8 12.1 14.5 Ｐ５ 9.3 27.3 30.6

Ａ９ 5.4 9.5 13.4 粉末接着剤用粉末添加剤
（合成樹脂） Ｒ１ 6.5 19.1 21.7

Ａ１０ 6.7 11.9 14.8 酢酸ビニル樹脂系接着剤 Ｒ２ 6.5 19.0 23.3

Ａ１１ 7.5 13.2 16.0 Ｒ３ 6.9 20.2 24.1

Ａ１２ 8.3 14.7 17.8 Ｒ４ 7.3 21.4 26.6

Ａ１３ 8.5 15.0 18.6 Ｒ５ 7.5 22.1 27.0

Ａ１４ 8.7 15.4 18.6 Ｒ６ 7.7 22.6 25.5

Ａ１５ 9.6 17.0 21.2 Ｒ７ 8.2 24.2 27.5

Ａ１６ 10.1 17.8 20.8

Ａ１７ 8.3 14.6 16.9

Ａ１８ 8.4 14.8 17.3

種類種類

シーラー アクリル樹脂系

1種

2種1号

でん粉系接着剤

でん粉

粉のり

2種2号
エチレン酢酸ビニ
ル共重合樹脂系
接着剤

補強剤

 
※B=A×試験面積／質量 kg （試験面積：0.008836 ㎡）（質量：接着剤５ｇ、シーラー及び補強剤３ｇ） 

*1 一般社団法人 日本壁装協会   Wallcoverings Association of Japan 
*2 財団法人 ベターリビング  Center for Better Living  
*3 独立行政法人 建築研究所  Building Research Institute 
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